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＜ 主 な 見 直 し の ポ イ ン ト ＞

1. 事後申請①の提出期限を定めました。(p2）

2. 総合スケジュールに完全休養日の記載を必須としました。(p3)

3. ポスプロ作業予定表の提出を必須としました。(p3)

4. 必要書類の一部を編集可能なデータでの提出としました。(p3～4)

5. エンドロール原稿の提出を必須としました。（p4）

6. 「審査から認定まで」3段階のプロセスを明示しました。(p2～4)

7. 「改善確約書について」を追記しました。 (p4）

8. 「審査結果の公表について」を追記しました。(p4)

9. 「審査・認定基準」を追記しました。(p5～6)

10. 映適取引ガイドライン達成状況のデータを公開しました(p8～9)

作品認定制度申請＆運用マニュアル

2025年版



はじめに

映適が運用する作品認定制度は2025年4月から３年目を迎えます。この間、多くの日本映画に作品認定制度を利用し

ていただき、制作現場の適正化へ向けてさまざまな取り組みが行われてきました。

本マニュアルは２年間の運用実績をふまえ、申請方法の一部を見直し審査のプロセスを公開することで、映適取引ガイド

ラインをより多くの制作現場に広めていくことを目指して作成されました。今後も運用のスピードを緩めることなく、作品

認定制度を利用するみなさんにフィードバックいただきながら改善に努めていきたいと考えています。

1

1. 作品認定制度の概要

映適（日本映画制作適正化機構）は、映画制作現場の環境改善とスタッフの生活と権利の保護、地位向上を目的として、

適正な映画制作現場を認定する「作品認定制度」を運用しています。本認定制度は、映適取引ガイドライン（映画制作の持

続的な発展に向けた取引ガイドライン）に則って映画制作が行われたかを審査し、認定を行います。

映適取引ガイドラインは「日本映画制作適正化認定制度に関する協約」に参加した映連（日本映画製作者連盟）、日映協

（日本映画製作者協会）、映職連（日本映像職能連合／日本映画監督協会ほか８職能団体）が定めたものです。

2. 対象

「日本映画制作適正化認定制度に関する協約」に参加した映連、日映協が関与（製作、制作、配給）する実写映画は、

すべて申請対象となります。協約の趣旨に賛同するすべての実写映画作品も作品認定制度を利用することができます。

ドキュメンタリー、極めて芸術性の高い実験的な作品及び専ら教育を目的として制作される作品は除くこととしていま

すが、詳細は事務局までご相談ください。

4. 申請区分・審査料金

総製作費によって、３区分に分かれています。「A区分」１億円を超える作品／「B区分」5000万超 １億円以下の作品／

「C区分」5000万円以下の作品の３区分です。製作費はいずれも税抜きで、宣伝費は含みません。

審査料は「A区分」25万円、「B区分」20万円、「C区分」10万円となっています。税抜きの金額です。事前申請を行ってい

ただき、必要書類の確認などが完゙了した時点て、゙事務局より事前申請受理通知書と請求書を送付します。請求書に記載さ

れた金額を、指定の銀行口座に振り込んでください。銀行振り込み明細書をもって領収書の発行に代えさせていただきま

す。なお、入金が確認できない場合には認定を行いません。

3. 申請者

申請は、映画製作者（製作員会幹事社等）と制作会社（制作プロダクション）の連名で行ってください。申請代表者には

決裁権限を持つ役職者を設定してください。申請担当者は、審査終了後も提出書類の保管・管理・問合せに対応できる方

でお願いします。
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5. 申請の流れ

作品認定制度の審査は、映適取引ガイドラインに則った制作が行われているかを確認しますので、゙制作の進捗に合わせ

て３回に分けて申請していただきます。「事前申請」は、撮影が始まる７日前までに行ってください。事後申請は、撮影終

了後の「事後申請①」と、ポスプロ終了後の「事後申請②」に分かれています。「事後申請①」は、クランクアップ後１か月以

内に行ってください。
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【事前申請】

1. 映適ホームページの「審査のお申し込み」フォームに記入し送信してください。申請書記入用のURLを自動返信メール

にてお知らせします。URLお知らせの際に映適取引ガイドライン抜粋資料（※台本入れ込み推奨）および作品認定制度申請

＆運用マニュアル（本資料）を併せてお送りします。

2. 事前申請書に記入し、必要書類を添付して送信してください。

◆ 総合スケジュール表は、編集可能なファイル（Excel、Numbersなど）とPDFの両方を提出してください。

◆ スタッフリストは、担当パート名（撮影助手、制作部など）と氏名を記載したものを提出してください。

【事後申請①】

1. 申請書に記載された審査項目に、自己評価を記入し、必要書類を添付して送信してください。

2. 評価は、プルダウンメニューにある「◯△×」「ＡＢＣＤＥ」から選択してください。

3. 「評価コメント」欄に、評価の理由を記載してください。達成度が低くなった場合は、具体的に理由を記載してください。

「◯」と「Ａ」以外の場合は、記入を必須とします。

4. 事後審査①終了後、映適取引ガイドラインに則って制作が行われたと認定できる場合は、映適マークの仮発番を行います。

◆ 撮影日報は、編集可能なファイル（Excel、Numbersなど）とPDFの両方を提出してください。

◆ 撮影日報の形式でなくても、日々スケジュールに実際の撮影実施時間を手書き等で書き加えたものも可とします。

指定のGoogleフォームに撮影記録を入力し、撮影日報の提出の代わりとすることも可能てず。詳細は事務局まで

お問い合わせください。

◆ ポスプロ作業予定表の提出は必須です。予定表に沿ってポスプロ作業が行われることを前提に仮発番を行います

ので、大幅に予定が変更となる場合は、変更された予定表を都度提出してください。



4

【事後申請②】

1. 申請書に記載された審査項目について、ポスプロ期間を対象に自己評価を記入、必要書類を添付し、送信してください。

2. 申請は、ポスプロ作業終了後（ダビング終了時など）に提出してください。申請書と提出書類を確認・審査後、認定の

可否をお知らせします。

3. 審査結果に異議がある場合は、審査規程に従って不服申し立てを行うことができます。事務局までご連絡ください。

◆ ポスプロ作業記録は、編集可能なファイル（Excel、Numbersなど）とPDFの両方を提出してください。

6. 審査から認定まで

審査は下記の3段階で行います。

（1）. 事前審査

✓ 申請書と提出書類が揃っているかを確認します。

✓ 総合スケジュールが、映適取引ガイドラインが定める「映画制作現場のルール」に則って作成されているかを確認します。

✓   スタッフ編成が、提出された脚本・スケジュールに合わせた合理的な編成になっているかを確認します。

✓ 撮影時間、インターバル、休日の設定などが映適取引ガイドラインから外れている場合は、申請者に注意を行った上で受理

通知を発行します。

（２）. 事後審査①

✓ 申請書と撮影日報を確認し、各審査項目の達成率と遵守状況に問題がない場合は、仮発番を行います。

✓ 映適取引ガイドラインを逸脱した項目がある場合は、申請者にヒアリングを実施し、下記のいずれかを決議します。

(a) 「注意」事項を文書で通知し、仮発番

(b) 「改善確約書」の提出を求め、再審査の上、仮発番

(c) 「認定不可」を通知

（3）. 事後審査②

✓ 申請書とポスプロ作業記録を確認し、各審査項目が認定基準を満たす場合は、認定証を発行します。

✓ 認定基準を満たさない場合は、下記のいずれかを決議します。

(a) 「注意」事項を文書で通知し、認定

(b) 「改善確約書」の提出を求め、再審査の上、認定

(c) 「認定不可」を通知

【改善確約書について】

• 認定基準を満たさない申請作品に対して、今後の改善を約した書面を提出していただくことで、認定を行うことがあります。

• 次回申請以降、同一法人で改善が見られない場合は、再度の「改善確約書」提出による認定は行いません。

【審査結果の公表について】

• 審査結果を申請者に通知後、映適HPにて審査結果を公表します。情報解禁前で作品名を非公表としたい場合などは、

  事務局までご連絡ください。

【不服の申し立てと再審査について】

• 審査結果について、申請者に異議がある場合は、審査規程に従って再審査を行う場合があります。

  詳細は、映適の審査規程をご覧ください。 https://eiteki.org/system/rule/



【映画製作者(製作委員会等)と制作会社間の取引】

① 映画製作者(製作委員会等)と制作会社間における役割分担、予算の取り決めが同製作契約書または制作委託契約書に

      明記されていたか。(※1)

② 脚本内容および撮影プランに基づき算出された各予算項目を積み上げ方式で予算が作成され、間接費等が明記されてい

たか。(※2)

協議の上、両者合意で決定された予算であったか。above、below 等の分担、緊急事態の取り決めが明記されていたか。   

     当初予算を超過した場合、制作会社の責めに帰さない場合は映画製作者が負担することが契約書に定められていたか。

損害を補てんする保険等に加入したか。

【制作会社とフリーランス間の取引】
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7. 審査・認定基準

本認定制度では、提出された書類に基づいて、映適取引ガイドラインに則って制作が行われたどうかを個別具体的に審査し

ます。審査は、以下の審査項目①〜⑨の評価をもとに、必要に応じて面談や追加書類の提出を求め、総合的に判断します。

③ 契約期間開始前に契約書または発注書の交付が行われたか。契約期間、業務内容、金額、支払日・支払い方法、傷害保険の

    加入の有無、契約期間が延長される場合の規定が記されていたか。

【制作現場のルール】

④-（1） １日の撮影時間(段取り開始から撮影終了まで)は、11時間以内が厳守されていたか。(※3)

④-（2） １日の撮影時間が11時間を超えた場合、終了時間から翌日の開始時間(段取り開始)までの間に実質12時間以上の

           インターバルもしくは休日が確保されていたか。(※4)

④-（3） プリプロダクションおよびポストプロダクションにおける作業時間が１日あたり13時間(仕込み、休憩・食事等を含む)

以内となっていたか。また1日あたりの作業時間が13時間を超えた場合、10時間以上のインターバルもしくは休日が

           確保されていたか。 (※5)

⑤ 1週間に1日以上の撮休日および2週間に1日の完全休養日が設定・取得されていたか。(※6)

⑥ 1日の撮影時間が6時間以上にわたる場合、30分以上の休憩・食事が１回以上、確保されていたか。 (※7)

⑦-（1） 上記④⑤⑥の項目を達成するための総合スケジュール表がクランクイン前に作成され、クランクアップ後に制作会社と

          メインスタッフの署名確認済みの日報が作成されたか。

⑦-（2） 映画製作者と制作会社、スタッフ間の十分なコミュニケーションが図られ、各部の作業が適切に管理されていたか。

⑧ 映画製作者による安全管理に関する体制が構築され、映適が定める「映画制作現場における安全管理ガイドライン」に

準拠した体制が整えられていたか。(※8)

⑨ 映画製作者によるハラスメントに関する相談体制が構築され、撮影前のハラスメント講習の実施もしくは講習を受講したス

     タッフが配置されていたか。映適が定める「映画制作現場におけるハラスメント防止ガイドライン」に準拠した体制が整えら

     れていたか。 (※9）



６

※３

撮影時間の達成率は「11時間以内の撮影日／撮影実数」で計算します。達成率が低く、11時間超の撮影日が複数回連続する

場合は、認定不可となります。

※４

インターバルの達成率は「11時間超過の撮影日かつ12時間以上インターバル確保日／11時間超過の撮影日」で計算します。

※1 ※2

映適取引ガイドライン逸脱の要因が「映画製作者と制作会社間の取引」にあると映適が判断した場合、申請内容に疑義が生じ

た場合、不服申し立てによる再審査が行われる場合は、契約書や予算表の提出を求めることがあります。

※5

各パート毎の個別作業については、撮影期間と同様、制作会社と技師が協力して記録・管理することとします。

※6

総合スケジュール表に撮休日と完全休養日を記載・設定することは必須とし、完全休養日に作業を行うスタッフが発生し

た場合は、作業記録を作成し、日報に記載するとともに1週間以内に代休を取得させるなどの措置を取ることとします。

※8

撮影中に起きた事故、病人の発生等は日報での報告を必須とします。

※9

現場で起きたハラスメント事案の発生は、映適事務局への報告を必須とします。なお、映適より送付されるハラスメント防止

相談窓口カードをすべてのスタッフに配布してください。

※7

休憩・食事時間は1日の撮影上限時間のなかに含まれます。段取り開始後の中空きや現場間の移動についても時間の長さを

問わず、同様に含むものとし、これらを含めて１日１１時間以内に収まっているか、を判断します。



※「映適マーク」は、「映適ロゴ」と「映適番号」を必ずセットで使用してください。

※仮発番後に番号と合わせて素材ダウンロード用のURLをお送りします。

※宣材物への映適マークの使用は正式認定後からでお願いします。宣材物への映適マークの掲載は必須ではありません。
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8. 映適マークの使用について



１日平均

１週平均

休日 １週平均

申請区分

撮影時間
４３時間４7分 43時間05分 54時間23分 49時間50分

2.04日 2.05日 1.75日 2.09日

全体 A区分 B区分 C区分

8時間４９分 8時間42分 10時間２１分 10時間08分

9. 映適取引ガイドラインの達成状況

【撮影時間と休日取得数】

（1） １日あたりの平均撮影時間は8時間４９分 （※映適取引ガイドラインで定める１日の撮影時間の上限は１１時間）

 一方で撮影11時間以内の平均達成率は76.8%となっており、作品毎の遵守状況にばらつきがある。

      制作費が低い or 撮影スケジュールが短い作品の方が１日あたりの平均撮影時間が長い傾向にある。 

 (2) １日の撮影時間が１１時間を超えた場合のインターバル取得達成率は77.3%

   作品毎の遵守状況にはばらつきがある。

（3) １週間あたりの平均休日取得数は2.04日

休日の取得達成率は94.3％となっており、概ね遵守できている作品が多い。

【達成率／撮影時間・インターバル・休日】

対象 ： 23年4月1日～25年2月28日の期間内にクランクアップした申請作品

本数 ： 計93作品 （A区分73作品 ／ B区分7作品 ／ C区分13作品）
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撮影期間

撮影11H以内

インターバル

休日

77.3% 88.4% 75.5% 85.8%

94.3% 94.1% 92.1% 94.5%

全体 10w以上 6w～9w 5w以下

76.8% 84.4% 79.7% 71.8%

申請区分

撮影11H以内

インターバル

休日

77.3% 76.1% 90.9% 88.4%

94.3% 93.9% 100.0% 96.7%

全体 A区分 B区分 C区分

76.8% 77.7% 69.4% 64.2%

１日平均

1週平均

休日 １日平均

6w～9w 5w以下

8時間２３分 ９時間４３分

４２時間２５分 ５０時間１７分

1.94日 1.83日

実働時間（A区分） 全体 10w以上

8時間４９分 ８時間0６分

４３時間４7分 35時間５６分

2.04日 2.57日

撮影時間



撮影時間 １日平均

実働時間（A区分） 全体 日帰りロケメイン 宿泊ロケメイン スタジオメイン

８時間４９分 ９時間02分 ８時間１３分 ８時間２７分

【本隊と準備・支度班の実働時間】

【撮影時間／撮影形態別】

【1日あたりの平均撮影時間／ヒストグラム】

※A区分作品73本のうち、データの記載があった作品のみを対象として集計

※A区分作品73本のうち、データの記載があった作品のみを対象として集計

（1） 出発～撮影開始までの平均準備・移動時間／本隊 1時間38分 準備・支度班 2時間26分

本隊と準備支度班の差は４8分となっており、準備・支度班の撮影外での負担が大きい。

（２） 出発～帰着までの時間（＝移動を含めた実拘束時間）／本隊 11時間09分 準備・支度班 12時間21分

映適取引ガイドラインでは準備・撤収のみなし（移動時間除く）を含めて１日１３時間以内と定めており、この範囲に収まっ

ている。

＊帰着時間は1日あたりの平均撮影時間8時間49分＋（出発～撮影開始）×1.5で撤収時間を推測したうえで計算

（1） 日帰りロケメイン作品の１日あたりの平均撮影時間は9時間02分

宿泊ロケメイン、スタジオメインの作品に比べて現場の負担が大きい撮影であることが読み取れる。

日帰りロケメインの作品の方が予算が少ない、など他の要因の可能性もあり。

（1） 1日の平均撮影時間で多いのは8時間～10時間の範囲で全体のうち半数以上を占める

一方で平均撮影時間が１１時間を超える作品もあり、遵守状況にはばらつきがある。

9

出発～撮影開始 １日平均

出発～帰着 １日平均

実働時間（A区分）

１１時間09分 １２時間２１分

本隊 準備・支度班

１時間３８分 ２時間２６分
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